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はじめに：有機鉛ペロブスカイト太陽電池は、塗布形成可能であり、その高い発電効率から次世

代の太陽電池として期待されている。一方、屋外発電用太陽電池としてだけでなく、高感度の光

センサとして使用できることが近年報告されている[1,2]。また、出力電力が高いことから、エネ

ルギーハーベストやウエアラブル素子用の自立電源への応用も期待される。これを実現するには、

室内光環境下でも良好な発電性能を有する必要がある。しかしながら、これまでの研究では、単

色光または ND フィルタを用いた低照度下でのペロブスカイト太陽電池の特性しか分かっていな

い[2,3]。そこで本研究では、実際に室内光に使用される LED 照射下での特性について調べた。 

実験：本実験で作製したセルの構造は、Glass/ITO/PEDOT:PSS/CH3NH3PbI3−xClx/PC71BM/Ag である

（図 1）。電極以外の層は、スピンコートにより塗布製膜した。電流密度-電圧(J-V)特性は、グロ

ーブボックス中で簡単な封止を行った後、大気中で測定した。性能評価は、電子情報技術産業協会

が制定した「屋内光下での太陽電池の性能評価方法」の規格(JEITA ET-9101)に基づき行った。 

結果：まず、標準太陽光下(AM1.5G)で作製したペロブスカイト太陽電池の J-V 特性を測定した結

果、短絡電流密度(Jsc)の値は 12.7 mA/cm2 、開放端電圧(Voc)は 1.0 V、変換効率(PCE)は 6.5%であっ

た。図 2 に、同セルの LED 光源照射下（200 lux, 1000 lux）での J-V 特性を示す。200 lux, 1000 lux

における各パラメータの値はそれぞれ、Jscは 0.03 および 0.11 mA/cm2 、Vocは 0.85 および 0.91 V、

PCE は 18.3 および 15.5%であった。この結果から、ペロブスカイト太陽電池は低照度下において

も Vocが高く維持されること、標準太陽光下よりも PCE が高いことが分かった。特性の詳細につい

ては、当日報告する。また、Si 太陽電池との比較についても発表する予定である。 
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Figure 2 J-V characteristics of perovskite  
solar cell under LED light illumination. 

Figure 1 Schematic illustration 
of perovskite solar cell. ○ 200 lux 

□ 1000 lux 
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